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華麗な姿が映し出される長浜大橋(青野凱さん撮影)

じめり夜の視線をひと
大橋のイルミネーション

赤
橋
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
長

浜
大
橋
は
、
今
年
還
暦
を
迎
え
、
県
下

最
大
の
河
川
肱
川
に
か
か
る
「
我
が
国

最
古
の
現
役
で
動
く
道
路
可
動
橋
」
で

す
。こ

の
大
橋
は
、
延
長
二
百
二
十
六

m
、

幅
五
・
五

m
あ
り
、
天
に
向
か

っ
て
開

く
勇
壮
な
景
観
は
素
晴
ら
し
く
、
ま
た
、

近
代
土
木
遺
産
と
し
て
の
価
値
は
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
夏
、
夜
七
時
三
十
分
か
ら
九
時

ま
で
の
問
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
ア

ク
セ
サ
リ
ー
に
し
て
い
る
か
の
よ
、
つ
に

華
麗
な
姿
を
映
し
出
し
、
ま
た
、
川
面

に
映
る
黄
金
色
の
輝
き
は
、
長
浜
の
夏

の
夜
を
彩
り
な
が
ら
町
内
外
か
ら
熱
い

視
線
を
集
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
大
橋
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
、
十
月
三
十

一
日
ま
で
行
わ
れ
ま

す
。
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第 2固定例会一一一一

窃
=
固
定
例
会

県
道
の
道
路
改
良
や

魚
礁
設
置
な
ど

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

三
億
二
千
五
十
三
万
四
千
円
が
補
正
さ

れ
、
予
算
総
額
は
、
四
十
九
億
五
千
二

百
三
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い
道
は
、

次
の
通
り
で
す
。

官
民
生
費
一
母
子
福
祉
費
と
し
て
、
零

歳
児
医
療
費
助
成
条
例
の
改
正
に
よ
り
、

助
成
が
零
歳
児
か
ら
二
歳
児
ま
で
に
拡

充
さ
れ
た
こ
と
に
伴
、
つ
助
成
費
五
百
八

十
九
万
二
千
円
。

長
浜
町
議
会
第
二
固
定
例
会
が
、
六
月
十
五
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
一
一
日
間
の

会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
、
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
は
、
平
成
六
年
度
長
浜
町
水
道
・
工

業
用
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
、
平
成
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議

案
七
件
。
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
の
議
諮
二
件
。
長
浜
町
土
地
開
発
公
社

及
び
青
島
海
運
有
限
会
社
の
経
営
状
況
に
関
す
る
報
告
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
・
中

予
地
区
分
水
反
対
に
つ
い
て
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
な
ど
議
報
告
八
件
で
、

議
案
・
議
諮
は
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決
。
議
報
告
案
件
の
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
・

中
予
地
区
分
水
反
対
に
つ
い
て
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
は
継
続
審
議
と
な

り
、
外
七
件
は
す
べ
て
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
議
長
発
議
に
よ
る
「
山
鳥
坂
ダ
ム
調
査
対
策
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
」
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

議案の説明を行う上田町長

一
農
林
水
産
業
費
一
県
単
土
地
改
良
事

業
費
と
し
て
、
農
道
新
設
、
農
道
舗
装
、

水
路
改
修
な
ど
農
業
基
盤
施
設
の
整
備

を
図
る
事
業
の
工
事
請
負
費
ほ
か
四
千

三
百
七
十
六
万
九
千
円
。

魚
礁
設
置
費
と
し
て
、
水
産
業
地
域

改
善
対
策
事
業
に
よ
る
築
い
そ
事
業
費

三
千
百
五
十
四
万
八
千
円
。

漁
港
建
設
費
と
し
て
、
櫛
生
漁
港
局

部
改
良
工
事
に
伴
、
っ
工
事
請
負
費
と
町

単
独
工
事
費
等
を
合
わ
せ
て
三
千
三
百

七
十
四
万
五
千
円
。

一
土
木
費
一
道
路
橋
梁
維
持
費
と
し
て
、

町
道
本
町
j
紺
屋
町
線
外
一
路
線
の
改

修
工
事
費
三
千
万
円
。

道
路
橋
梁
費
の
回
笠
宮
工
事
費
と
し
て
、

県
道
長
浜
j
保
内
線
、
県
道
長
浜
j
中

村
棋
な
ど
の
道
路
改
良
等
の
整
備
に
要

す
る
事
業
負
担
金
一
億
一
千
百
二
十
九

万
九
千
円
。

住
宅
管
理
費
と
し
て
、
仁
久
団
地
の

屋
上
、
外
壁
等
と
小
浦
凶
地
の
改
修
工

事
費
な
ど
合
わ
せ
て
一
千
二
百
五
十
六

万
二
千
円
。

町
火
葬
場
の

条
例
を
一
部
改
正

長
浜
町
火
葬
場
設
置
、
管
理
及
び
使

用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
改
正
は
、
青
島
火
葬
場
の
廃
止

手
続
き
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
青

島
火
葬
場
に
係
る
条
例
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
廃
止
に
よ
り
町
内
の
火

葬
場
は
、
沖
浦
に
あ
る
長
浜
火
葬
場
一

か
所
と
な
り
ま
し
た
。

哩塑堕暫型h

麟

平
成
七
年
度
当
初
予
算
と

今
後
の
見
通
し

地
方
分
権
に
つ
い
て
の
対
応

池

田

政

治

五
十
五
億
円
を

見
込
ん
で
い
る

質
問
・
・
・
平
成
七
年
度
の
当
初
予
算
は
、

前
年
度
に
比
べ
二
億
七
千
七
百
万
の
減

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
は
何

で
あ
っ
た
か
。
歳
出
面
で
見
る
と
、
前

年
度
対
比
で
総
務
費
、
民
生
費
が
増
額

と
な
っ
て
お
り
、
農
林
水
産
業
費
、
商

工
費
、
土
木
費
等
の
事
業
予
算
が
減
額

と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
補
正
予
算

に
よ
り
、
ど
の
程
度
年
度
内
に
回
復
す

る
見
通
し
が
あ
る
の
か
。

ま
た
、
予
算
総
額
に
お
い
て
、
年
度

末
に
ど
れ
ぐ
ら
い
を
見
込
ん
で
お
り
、

今
後
、
新
た
な
基
盤
整
備
事
業
に
取
り

組
む
計
画
は
あ
る
の
か
ど
う
か
。

次
に
、
平
成
五
年
度
の
決
算
状
況
を

見
た
場
台
、
町
の
地
方
債
の
現
在
高
が

七
十
四
億
二
千
八
百
万
と
な
っ
て
お
り
、

喜
多
郡
内
に
お
い
て
も
、
決
算
総
額
に

対
す
る
公
債
残
高
の
比
率
が
最
高
に
な
っ

間

謹
間
口
貝

て
い
る
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
当
初
予
算
に
つ
い

て
は
、
対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
五
・
六

%
の
四
十
六
億
三
千
百
五
十
万
円
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
費
目
の
増
減
は
あ
る

も
の
の
、
一
番
の
減
額
要
因
は
、
教
育

費
の
学
校
建
設
費
二
億
七
千
二
百
五
十

八
万
一
千
円
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ

る。
ま
た
、
農
林
水
産
業
費
の
減
額
は
、

国
土
調
査
費
と
農
道
舗
装
償
還
金
補
助

金
の
減
額
。
商
工
費
は
、
企
業
立
地
促

進
条
例
に
基
づ
く
企
業
へ
の
助
成
金
等

の
減
額
で
あ
り
、
土
木
費
に
つ
い
て
も
、

五
か
年
計
画
で
実
施
し
て
い
た
大
平
線

改
良
事
業
の
完
了
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
七
年
度
最
終
予
算
見
込
み
に

つ
い
て
、
最
終
的
な
予
算
総
額
は
、
五

十
五
億
円
程
度
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

新
た
な
公
共
投
資
計
画
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
は
後
年
に
控
え
る
ピ
ッ
ク
プ
ロ
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ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
・
検
討
期
間
と
し
て
、

中
長
期
財
政
計
画
の
中
で
十
分
な
煮
詰

め
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

次
に
、
地
方
債
の
現
在
高
が
郡
内
で

最
も
多
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
郡
内
唯

一
の
海
岸
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

港
湾
や
漁
港
な
ど
の
事
業
に
係
る
地
方

債
が
他
町
村
に
比
べ
多
く
な
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

行
政
体
制
の

整
備
・
確
立
を

質
問
・
・
・
地
方
分
権
の
具
現
化
に
は
、

か
な
り
の
年
月
が
か
か
る
と
思
う
が
、

権
限
や
財
源
が
固
か
ら
地
方
へ
と
委
譲

さ
れ
た
場
合
、
町
に
は
、
そ
れ
を
受
け

る
だ
け
の
能
力
と
人
材
が
あ
る
の
か
。

ま
た
、
現
在
、
町
の
体
制
を
強
化
す

る
た
め
に
進
め
ら
れ
て
い
る
行
政
改
革

一一一一般質問

は
、
機
構
の
合
理
化
等
に
逆
行
し
て
、

人
員
の
増
大
や
機
構
を
む
し
ろ
複
雑
化

す
る
よ
う
な
心
配
が
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
財
政
的
な
裏
付
け

の
無
い
地
方
分
権
は
、
本
来
の
自
立
・

自
主
性
の
あ
る
真
の
地
方
自
治
と
は
到

底
言
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
地
方
分
権
は
ど
う
し
て
も
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
地
方
分
権
は
、
地
方
分
権
推

進
計
画
に
お
い
て
、
権
限
委
譲
・
財
源

旧
青
島
小
学
校
校
舎
の
活
用

主
要
地
方
道
大
洲

1
長
浜
線

(
仁
久
か
ら
岸
本
石
油
)

日

高

照

友

行革として昭和田年に導入したコンビューター

宿
泊
に
は
旅
館
業
の

営
業
許
可
が
必
要

質
問
:
・
旧
青
島
小
学
校
は
、
公
民
館

の
運
営
に
よ
り
、
宿
泊
施
設
と
し
て
利

用
さ
れ
て
き
た
が
、
建
物
の
老
朽
化
な

ど
に
よ
り
、
今
年
か
ら
は
、
利
用
で
き

な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

定
期
旅
客
船
「
あ
お
し
ま
」
が
新
し

く
な
っ
た
こ
と
や
夏
の
期
間
の
観
光
客

を
考
え
る
と
、
今
後
は
町
営
で
こ
の
施

の
確
保
な
ど
、
こ
れ
か
ら
具
体
的
に
決

定
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
時

点
で
は
、
将
来
の
見
通
し
を
立
て
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。

今
後
は
、
国
や
県
の
動
向
を
十
分
に

見
極
め
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業
の
見

直
し
、
人
材
育
成
推
進
等
の
行
政
改
革

の
更
な
る
取
り
組
み
、
地
方
分
権
に
伴

う
委
譲
分
に
よ
り
、
事
務
の
増
大
、
複

雑
化
も
考
え
ら
れ
る
が
、
地
方
分
権
行

政
シ
ス
テ
ム
の
転
換
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
行
政
体
制
の
整
備
・
確
烹
一
を
図
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一議ロ貝
設
を
再
利
用
す
る
と
か
、
宿
泊
施
設
の

確
保
な
ど
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
青
島
公
民
館
は
、

宿
泊
施
設
と
し
て
研
修
や
キ
ャ
ン
プ
、

海
水
浴
等
の
休
憩
施
設
に
利
用
さ
れ
て

き
た
が
、
平
成
五
年
十
一
月
に
、
大
洲

保
健
所
か
ら
料
金
を
取
る
と
す
れ
ば
旅

館
業
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
と
の
指
導

を
受
け
た
訳
で
あ
る
。
同
公
民
館
は
施

設
も
古
く
、
許
可
を
受
け
て
す
る
ほ
ど

利
用
者
も
多
く
な
い
こ
と
か
ら
、
青
島

公
民
館
長
と
相
談
し
た
結
果
、
現
在
は

中
止
に
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
施
設
を
宿
泊
施
設
と
し

て
利
用
す
る
た
め
に
は
、
旅
館
業
の
営

業
許
可
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
今
の

施
設
の
状
態
で
は
許
可
も
お
り
ず
、
改

修
を
す
る
と
な
る
と
相
当
の
費
用
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
青
島

全
体
の
開
発
と
合
わ
せ
て
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

住
環
境
に
配
慮
し
た

土

地

利

用

を

質
問
・
・
・
県
道
大
洲
j
長
浜
線
の
仁
久

か
ら
岸
本
石
油
庖
の
民
間
に
つ
い
て
は
、

予
備
調
査
も
終
わ
り
、
県
道
拡
張
計
画

及
び
堤
防
整
備
計
画
の
現
地
説
明
会
が

開
催
さ
れ
る
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
未
だ

実
施
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

現在利用を中止している旧青島小学校

ま
た
、
県
の
県
道
整
備
計
画
と
建
設

省
の
肱
川
中
期
整
備
試
案
に
よ
り
、
県

と
建
設
省
の
工
事
が
進
め
ら
れ
た
場
合
、

宅
地
部
分
の
確
保
が
難
し
く
な
る
と
思

う
が
、
町
は
国
や
県
の
計
画
を
聞
き
、

一
日
も
早
く
実
態
を
地
域
住
民
に
知
ら

せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
主
要
地
方
道
大
洲

j
長
浜
線
の
ご
指
摘
の
区
間
は
、
平
成

五
年
七
月
の
整
備
計
画
に
基
づ
く
地
形

測
量
に
よ
り
現
況
凶
は
完
成
し
て
い
る

が
、
計
画
道
路
法
線
を
事
務
的
に
決
定

す
る
に
あ
た
り
、
河
川
管
理
者
で
あ
る

建
設
省
と
の
協
議
の
中
で
、
建
設
省
か

ら
河
川
改
修
計
画
に
基
づ
く
合
併
施
工

に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
、
両
案
の
調

整
が
必
要
と
な
っ
た
訳
で
あ
る
。

町
と
し
て
、
関
係
す
る
以
長
さ
ん
に

は
、
堤
防
の
計
画
が
入
っ
た
こ
と
に
よ

る
計
画
の
遅
れ
を
連
絡
し
て
い
る
が
、

実
施
計
画
に
係
る
計
画
凶
の
作
成
は
完

了
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
今
後
も
、

沿
線
の
良
好
な
住
環
境
の
保
全
に
配
慮

し
た
土
地
利
用
等
と
極
力
早
い
時
期
で

の
調
整
が
図
れ
る
よ
う
、
建
設
省
や
県

に
対
し
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。
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一腰質問

長
浜
町
肱
川
問
題
対
策

協
議
会
の
設
立
の
趣
旨

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
、
中
子
地
区

分
水
に
反
社
す
る
署
名
請
願

町
長
の
行
政
姿
勢

西

宮

正

幸

町
民
の
意
見
を
も
と
に

町
政
の
取
り
組
み
を

質
問
:
・
町
内
外
か
ら
各
種
の
会
合
に

町
長
が
あ
ま
り
出
席
し
な
く
な
っ
た
と

い
う
苦
情
が
出
て
い
る
が
、
町
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
出
席
し
、
そ
の
こ
と
を
町

政
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の

で
は
な
い
か
。

ま
た
、
町
長
が
総
務
課
長
時
代
に
書

い
た
「
ひ
た
す
ら
に
」
と
い
う
本
の
中

に
、
「
早
く
や
め
た
い
の
が
本
心
で
あ

り
、
口
癖
で
あ
る
つ
」
と
L

青
か
れ
て
い

る
が
、
今
の
町
長
の
立
場
で
は
、
ど
の

よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

次
に
、
部
下
の
課
長
、
職
員
の
監
督
、

指
導
に
つ
い
て
、
分
水
反
対
署
名
運
動

の
際
に
、
役
場
の
課
長
、
職
員
が
署
名

を
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
町
長

の
顔
色
ば
か
り
を
見
て
い
ブ
心
か
ら
署
名

し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
私
の
諸
会
合
の
出

席
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
町
長
と
し
て
、

各
種
会
合
に
出
席
す
る
事
は
非
常
に
大

諮問昌一

切
な
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後

も
、
会
合
等
に
は
可
能
な
限
り
出
席
し
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
町

政
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

次
に
、
私
が
総
務
課
長
時
代
に
書
い

た
本
「
ひ
た
す
ら
に
」
に
つ
い
て
、
町

長
と
し
て
、
今
ど
の
よ
う
な
心
境
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
本
を
最
初

か
ら
最
後
ま
で
本
当
に
読
主
れ
た
の
か
、

町
行
政
を
よ
く
ご
存
じ
の
方
だ
と
思
う

の
で
、
私
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
お
汲

み
取
り
頂
き
た
い
。

ま
た
、
こ
の
質
問
は
、
「
町
長
、
い

つ
や
め
る
の
か
。
」
と
も
聞
き
取
れ
な

い
事
も
な
い
大
変
重
要
な
発
一
百
と
受
け

止
め
て
お
り
、
二
期
目
早
々
の
私
に
、

こ
の
よ
う
な
質
問
を
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
私
の
心
の
貧
し
さ
か
も
し
れ
な

い
が
、
本
当
に
人
の
心
の
寂
し
さ
と
い

ろ
か
、
人
間
の
非
情
さ
を
感
じ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
の
が
本
心
で
あ
る
。

人
と
い
弓
j

も
の
は
、
時
と
場
合
に
よ
っ

て
は
、
自
分
の
意
思
で
は
ど
う
に
も
で

き
な
い
こ
と
が
あ
る
が
、
果
た
し
て
こ

の
よ
う
な
長
浜
町
で
い
い
の
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
を
じ
っ
く
り
と
考
え
て
頂

き
た
い
。
私
自
信
も
考
え
て
い
き
た
い
c

そ
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
す

る
こ
と
は
、
「
町
民
手
づ
く
り
の
本
来

の
長
浜
町
づ
く
り
を
一
緒
に
や
り
主
せ

ん
か
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

事
が
最
大
の
念
願
で
あ
る
。

私
は
、
町
民
の
皆
き
ん
か
ら
町
長
に

今
後
の
農
業
経
営
の
考
え

集
会
所
の
管
理坦

見

芳

彦

認
定
農
業
者
の

確
保
に
努
め
る

質
問
・
:
当
町
の
主
幹
作
物
で
あ
る
相 会合であいさつを述べる上田町長

就
け
と
一
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
の
が
当
た
り
前

の
事
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ス
ポ
ー

ツ
で
例
え
る
な
ら
ば
、
町
民
が
監
督
で

あ
り
、
町
長
が
選
手
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

次
に
、
地
方
公
務
員
法
と
関
連
さ
せ
、

「
ダ
ム
建
設
や
分
水
の
反
対
署
名
の
指

導
を
し
な
い
の
か
。
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
反
対
署
名
を
地
方
公
務
員
法

の
第
何
条
で
指
導
、
監
督
を
せ
よ
と
一
言

わ
れ
る
の
か
教
え
て
頂
き
た
い
。

山
鳥
坂
タ
ム
建
設
友
び
中
予
分
水
問

題
に
つ
い
て
の
質
問
、
答
弁
に
つ
い
て

は
、
特
集
号
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、

本
紙
面
で
は
省
略
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

当
時
口
貝

橘
畑
一
は
、
オ
レ
ン
ジ
の
白
由
化
に
伴
い
、

価
格
的
に
昨
年
を
除
き
大
変
厳
し
い
状

況
で
あ
り
、
ま
た
、
米
に
お
い
て
も
、

ガ
ッ
ト
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
農
業
令

怠
に
よ
り
、
農
業
の
前
途
は
決
し
て
明

る
い
も
の
で
は
な
い
c

今
後
、
ム
河
町
の
農
業
を
守
り
育
て
て

い
く
た
め
、
町
長
は
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
基
本

的
姿
勢
と
考
え
方
を
聞
か
せ
て
頂
き
た

.ν
 

答
弁
(
町
長
)
・
:
今
絞
の
農
業
振
興

に
つ
い
て
、
本
町
の
農
業
は
地
理
的
な

条
件
か
ら
、
従
来
の
複
合
的
・
兼
業
的

な
経
営
を
打
開
す
る
こ
と
は
困
難
か
と

考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
長
浜
町
振
興
基

本
計
画
」
及
び
「
長
浜
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
」
を
基
本
と
し
、
国
・
県
の

補
助
事
業
に
よ
り
、
農
道
の
新
設
や
舗

装
の
基
盤
整
備
は
も
と
よ
り
、
柑
橘
生

産
の
労
働
軽
減
、
問
内
作
業
道
の
設
置
、

園
地
の
形
態
改
良
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

の
設
置
等
を
継
続
し
て
実
施
し
、
ま
た
、

柑
橘
等
農
産
物
の
高
品
質
化
・
高
価
格

化
を
図
る
改
植
等
の
事
業
を
実
施
す
る

考
え
で
あ
る
の

特
に
、
「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
」
に
基
づ
く
、
「
認
定
農
業
者
制
度
」

の
確
保
に
努
め
、
農
業
の
担
い
手
の
育

成
と
、
将
来
安
定
し
た
農
業
経
営
が
出

来
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ま
た
、
農
家
の
営
農
指
導
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
べ
き
農
協
も
、
先
般
新

体
制
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
農
業

に
取
り
組
む
を
勢
も
変
わ
っ
て
く
る
の
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で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
が
、
町
と

し
て
も
、
そ
の
動
向
を
見
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

管

理

権

限

を

区

長

に

委

任

質
問
・
:
昭
和
四
十
年
に
初
め
て
建
設

さ
れ
た
黒
田
集
会
所
を
は
じ
め
、
町
内

に
は
、
五
十
六
戸
の
集
会
所
が
建
設
さ

れ
、
そ
の
内
四
十
六
戸
が
木
造
と
な
っ

て
お
り
、
築
後
三
十
年
を
超
え
る
建
物

で
は
、
修
理
か
所
が
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

木
造
づ
く
り
は
、
大
き
く
傷
む
と
修

理
費
用
が
嵩
み
、
早
期
修
理
で
建
物
を

維
持
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
が
、
専

門
業
者
に
よ
る
定
期
検
査
の
導
入
を
行

う
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
i集
会
所
の
修
理
を

一般質問

し
た
場
合
の
費
用
の
形
態
に
つ
い
て
、

集
会
所
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
各
集
会

所
管
理
要
綱
に
基
づ
き
、
建
設
後
、
各

地
区
の
区
長
さ
ん
に
管
理
権
限
を
委
任

し
て
い
る
。

維
持
補
修
等
集
会
所
主
体
の
機
能
を

回
復
す
る
う
え
で
必
要
な
修
繕
に
つ
い

て
は
、
町
負
担
四
分
の
三
、
地
元
負
担

四
分
の
一
の
割
合
で
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
専
門
業
者
に
よ
る
定
期
検
査

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
地
元
に
お
い
て

十
分
な
管
理
が
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
お
り
、
専
門
業
者
に
よ
る
定
期
検

査
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

旧
長
浜
中
跡
地
の

利
用
活
用
の
計
画
は

山
鳥
坂
ダ
ム
反
対
(
分
水
)

請
願
書
の
取
り
扱
い

行
政
の
長
と
し
て
取
り
組
む
姿
勢

二

宮

英

二

議

員

公
民
館
を
含
め
た

計

画

を

策

定

平成5年に完成した下成集会所

質
問
・
・
・
旧
長
浜
中
学
校
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
十
三
月
十
五
日

に
行
わ
れ
た
議
会
で
、
一
般
質
問
を
行
っ

た
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
半
年
が
経

過
し
て
い
る
。
町
で
は
、
跡
地
利
用
に

つ
い
て
計
画
を
済
ま
せ
、
青
写
真
等
も

出
来
て
い
る
か
と
思
う
が
、
計
画
が
ど

の
く
ら
い
進
ん
で
い
る
の
か
お
聞
か
せ

頂
き
た
い
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
旧
長
浜
中
学
校
跡

地
の
利
用
・
活
用
の
計
画
は
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
視
点
か
ら
小
公
園
と

し
て
、
長
浜
大
橋
が
眺
望
で
き
る
よ
う

な
景
観
と
、
桜
で
有
名
な
沖
浦
観
音
と

を
リ
ン
ク
さ
せ
た
「
宝
く
じ
桜
事
業
」

に
よ
る
桜
並
木
の
整
備
、
更
に
は
、
本

年
度
当
初
予
算
で
計
上
し
て
い
る
張
芝

等
に
よ
り
、
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

青
写
真
に
つ
い
て
は
、
未
だ
出
来
て

い
な
い
が
、
沖
浦
公
民
館
も
非
常
に
老

朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を

含
め
た
計
画
を
今
年
度
中
に
策
定
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

町
民
カ
ラ

l
で

行
政
の
取
組
を

質
問
・
・
・
行
政
を
預
か
る
長
と
し
て
は
、

も
っ
と
し
っ
か
り
せ
よ
と
か
、
急
に
考

え
方
を
改
め
ろ
と
言
っ
て
も
、
中
々
難

し
い
こ
と
で
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
方
に
相
談
し
な
け
れ
ば

前
向
き
に
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
考
え
方
は
や
め
て
頂
き
、
行
政
を

預
か
る
の
は
、
私
で
あ
る
と
い
う
意
気

込
み
で
、
町
長
の
カ
ラ
ー
を
は
っ
き
り

出
す
事
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

が
、
今
後
の
行
政
に
取
り
組
む
姿
勢
を

10月1日は

国勢調査

10月1日、全国一斉に、 5年に一度の

国勢調査が行われます。日本に住んで

いるすべての人が対象です。

ご協力をお願いします。 お
聞
か
せ
頂
き
た
い
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
二
期
目
の
町
政
を

担
う
に
あ
た
り
、
私
を
取
り
巻
く
環
境

が
変
化
し
て
き
た
こ
と
は
、
肌
身
で
も
っ

て
感
じ
て
い
る
。
今
後
は
、
長
と
し
て

の
強
き
正
し
い
姿
勢
で
も
っ
て
、
そ
の

努
め
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。私
が
相
談
す
る
の
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
で
あ
り
、
町
長
の
カ
ラ
!
と
ご
指
摘

を
受
け
た
が
、
町
民
サ
イ
ド
の
行
政
と

い
う
も
の
を
基
本
に
し
て
い
る
の
で
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
、
分
野
で
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て

頂
き
、
町
民
カ
ラ
ー
で
も
っ
て
町
政
を

運
営
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

山
鳥
塩
ダ
ム
建
設
及
び
中
予
分
水
問

題
に
つ
い
て
の
質
問
、
答
弁
に
つ
い
て

は
、
特
集
号
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、

本
紙
面
で
は
省
略
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

整備計画が進む旧長浜中学校跡地

。国勢調査

国の基礎

平成 7年10月1日

あなたの答えが

総務庁統計局

ありのまま
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年金・人権作文ほか一一一一

役
場
税
務
課
で
は
、
固
定
資
産
評
価

の
た
め
に
、
今
年
新
築
ま
た
は
増
改
築

さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
実
地
調
査
を
行

い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
実
地
調
査
と
同
時
に
滅

失
家
屋
(
取
り
壊
し
た
家
屋
な
ど
)
の

調
査
も
行
い
ま
す
が
、
滅
失
の
登
記
を

し
て
い
る
も
の
を
除
い
て
呈
口
が
な
か
っ

た
場
合
、
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
が
調
査

漏
れ
と
な
り
、
課
税
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

新
聞
増
築
家
麗
盈
調
査
し
ま
す

り
ま
す
の
で
、
該
当
家
屋
の
あ
る
方
は
、

お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
調
査
期
間
一
一
平
成
七
年
九
月
上
旬
か

ら
平
成
八
年
一
月
中
旬
ま
で

{
対
象
家
屋
}
平
成
七
年
一
月
二
日
以

降
に
新
・
増
築
し
た
家
屋
及
び
取
り
壊

さ
れ
た
家
屋

詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
固
定
資
産

税
係
(
宮
五
二

l
一
一
一
一
・
偏
二

O

四
こ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

将
来
の
た
め
に

年

金

設

計

を

「
将
来
の
生
活
設
計
を
立
で
な
く
て

は
・
・
・
」
「
現
在
の
貯
蓄
で
は
老
後

が
不
安
で
し
ょ
う
が
な
い
。
ど
う
し
た

ら
・
・
・
」
。
そ
ん
な
貴
方
の
悩
み
に

お
応
え
す
る
た
め
、
国
民
年
金
基
金
が

手
助
け
し
ま
す
。

こ
の
国
民
年
金
基
金
制
度
は
、
自
営

業
者
等
の
方
々
が
加
入
す
る
国
民
年
金

第
一
号
被
保
険
者
の
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
の
上
乗
せ
年
金
と
し
て
、
現
在

の
所
得
に
応
じ
、
将
来
の
生
活
設
計
に

あ
っ
た
も
の
を
組
み
立
て
る
こ
と
の
で

き
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

今
回
は
、
国
民
年
金
基
礎
の
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

⑦
年
金
の
給
付
は
7
・
:
加
入

U
数
に

よ
っ
て
年
金
額
が
決
ま
り
ま
す
。
年
金

額
や
給
付
の
型
は
加
入
さ
れ
る
方
が
選

択
し
ま
す
。

②
毎
月
の
掛
金
は
?
・
:
選
択
す
る
給

付
の
型
、

U
数
及
び
加
入
時
の
年
齢
に

よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

③
税
金
は
7
:
・
掛
金
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得

税
・
住
民
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
受
け

取
ら
れ
る
年
金
は
、
公
的
年
金
等
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
住
民
課
国
民
年

金
係
(
宮
五
二

l
一
一
一
一
・
偏
二

O

六
二
)
ま
た
は
、
松
山
西
社
会
保
険
事

務
所
(
宮

O
八
九
九
i
二
五
!
五
一

O

五
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

園
み
こ
し
作
り
の
時
、
ぼ
く
た
ち

一
は
、
あ
で
や
い
こ
を
し
て
あ
そ
び

一
ま
し
た
。

A
く
ん
が

B
く
ん
の
ふ

一
で
ば
こ
を
と
っ
て
、

C
く
ん
に
つ

一
け
ま
し
た
。

A
く
ん
は
、
「
こ
れ
、

圃

C
く
ん
の
ふ
け
っ
。
」
と
言
っ
て
、

一

B
く
ん
に
か
え
し
ま
し
た
。
す
る

一
と
、

B
く
ん
は
、
ふ
で
ば
こ
を
い

す
に
つ
け
ま
し
た
。
ふ
た
り
と
も

一
キ
ャ

l
キ
ャ

1
と
一
一
一
円
っ
て
や
っ
て

一
い
た
の
で
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
、

一
ぼ
く
も

A
く
ん
の
ま
ね
を
し
ま
し

一
た
。
手
で

C
く
ん
に
さ
わ
っ
て
、

一
「
こ
れ
、

C
く
ん
の
ふ
け
っ
ゃ
け
ん
。
」

一
と
言
っ
て

B
く
ん
に
つ
け
ま
し
た
o

m

B
く
ん
は
、
に
げ
な
が
ら
、
ま
た
、

国
い
す
に
つ
け
、
「
C
く
ん
の
ふ
け
っ
、

一
い
す
に
つ
け
た
け
ん
、
こ
の
い
す
、

一
ふ
け
つ
が
う
つ
っ
た
。
」
と
言
い
ま

一
し
た
。

掴
そ
し
て
、
三
人
で
、
「
ふ
け
っ
、

一
ふ
け
っ
。
」
と
言
っ
て
、
い
す
の
ま

一
わ
り
を
走
り
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

一
そ
し
た
ら
、

A
先
生
に
見
つ
か
っ

一
て
お
こ
ら
れ
ま
し
た
。
教
室
に
入
つ

一
て
か
ら
、
た
ん
に
ん
の
先
生
に
、

一
「
さ
っ
き
は
、
ど
う
し
て
お
こ
ら
れ

一
ょ
っ
た
の
。
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。

一
ぼ
く
は
、
「
み
こ
し
作
り
の
時
、
お

一
に
ご
っ
こ
し
ょ
っ
た
け
ん
。
」
と
答

え
ま
し
た
。
先
生
は
、
「
お
に
ご
っ
こ

し
ょ
っ
た
だ
け
じ
ゃ
な
い
と
思
う
よ
。

わ
か
ら
な
か
っ
た
ら
、
も
う
一
ど
A
先

生
に
聞
い
て
き
な
さ
い
。
」
と
言
わ
れ

た
の
で
、
聞
き
に
行
き
ま
し
た
o
A
先

生
は
、
「
あ
ん
な
こ
と
し
た
ら
、

C
く

ん
が
か
わ
い
そ
う
や
ろ
。

C
く
ん
の
気

も
ち
も
考
え
て
あ
げ
て
ね
。
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
教
室
に
帰
っ
て
か
ら
、
そ

の
こ
と
を
話
し
て
、
み
ん
な
で
考
え
ま

I人権作文I
し
た
。

Cくんの気もち
わかったよ

小学2年生
( 6年度人権作文集より)

A
く
ん
が
、
「
そ
う
じ
の
時
も
、
上

き
ゅ
う
生
が
、

C
く
ん
の
つ
く
え
に
さ

わ
っ
て
、
「
ふ
け
っ
、
ふ
け
っ
」
と
言
っ

て
あ
そ
ん
で
い
た
け
ん
、
わ
る
い
と
思

わ
ん
か
っ
た
。
み
ん
な
も
し
よ
る
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
は
、
あ
で

や
い
こ
が
お
も
し
ろ
く
で
、
む
ち
ゅ
う

に
な
っ
て
あ
そ
ん
で
い
た
か
ら
、

C
く

ん
の
顔
を
見
な
か
っ
た
け
ど
、
き
っ
と

い
や
な
き
も
ち
に
な
っ
て
、
さ
び
し
一

い
顔
を
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

c
一

く
ん
は
、
何
も
わ
る
い
こ
と
を
し
て
一

い
な
い
の
に
、
「
ふ
け
っ
」
と
言
わ
一

れ
て
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
一

た
。
そ
れ
か
ら
、
あ
ん
な
に
言
わ
れ
一

て
も
、
な
い
た
り
お
こ
っ
た
り
せ
ず
、
一

じ
っ
と
が
ま
ん
し
て
い
た
か
ら
え
ら
一

い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

C
く
ん
の
気
も
ち
も
考
え
ず
に
、
友
一

だ
ち
の
ま
ね
を
し
て
、
「
ふ
け
っ
」
一

と
言
っ
て
あ
そ
ん
で
、
ほ
ん
と
う
に
一

わ
る
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
日
は
土
ょ
う
日
で
、
一

し
ゅ
う
だ
ん
下
校
で
し
た
。

C
く
ん
一

に
会
っ
た
の
で
、
「
み
こ
し
作
り
の
一

時
は
、
「
ふ
け
っ
」
と
言
っ
て
ご
め
一

ん
ね
。
」
と
あ
や
ま
り
ま
し
た
。

c
一

く
ん
は
、
「
も
う
、
い
い
わ
い
。
」
一

と
わ
ら
っ
て
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
.

ぼ
く
は
、
こ
れ
か
ら
は
、
あ
そ
び
の
一

時
で
も
、
友
だ
ち
の
気
も
ち
を
よ
く
一

考
え
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
一

B

一

一

合

一
e

一
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投票区 性別当日有権者数投票者数投票率%
十一一 男 565 349 61. 77 
第 l投票区 女 670 422 62.99 
(長浜町体育館) 斗十 5 771 62.43 

ト一 男 490 302 61.63 
第 2投票 Fi 女 612 439 68.38 
(長浜小学校)l言1 1，132 741 65.46 

男 27 24 88.89 
第 3投票区みな の 39 92.86 
I (青島コミセン) 計 69 I 63 I 91.30 

男 205 159 77.56 
第 4投票区 女 238 186 78.15 
(今坊隣保館) 計 443 I 345 I 77.88 

男 143 96 67.13 
第 5投票反 女 161 100 62.11 
(晴海集会所) 卦ロ1 4 196 64.47 

男 283 210 74.20 
第 6投票医 女 328 231 70.43 
(櫛生小学校) 言十 611 441 72.18 

男 65 I 48 I 73.85 
第 7投票区 女 73 57 78.08 
(須沢公民館) 計 138 105 76.09 

男 395 215 54.43 
第 8投票区 女 451 279 61.86 
(沖浦コミセン) 計 846 I 494 I 58.39 

男 257 191 74.32 
第 9投票区 女 301 232 77.08 
(出海公民館) 言十 558 423 75.81 

男 553 401 72.51 
第 10投票区 女 612 464 75.82 
(大和公民館) 言十 1，165 I 865 I 74.25 

男 270 I 239 I 88.52 
第 11投票区 女 310 276 89.03 
I (豊茂公民館) 計 580 515 88.79 

男 371 275 74.12 
第 12投票区 女 467 357 76.45 
(白滝公民館) 許十 8 632 75.42 

男 104 82 78.85 
第 13投票区 弁女 94 80 85.11 
(戒川小学校) 言十 198 162 81.82 

男 193 I 145 I 75.13 
第 14投票区 女 207 149 71.98 
(柴公民館) 言十 400 294 73.50 

男 3，921 2，736 I 69.78 
h 言十 女 4，596 I 3，311 I 72.04 
j 計 8町 6.047 71.00 

選
挙
庶
は
七
ム

@
0
0
%

投
票
率

比
例
医
は
七

O
e
九
一
二
%

七
月
二
十
三
日
、
第
十
七
回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
の
投
票
が
、
町
内
十
四

か
所
で
行
わ
れ
、
当
日
有
権
者
数
は
八

千
五
百
十
七
人
(
前
回
よ
り
百
四
十
二

人
減
)
で
、
投
票
率
は
選
挙
区
選
出
議

員
選
挙
が
七
一
・
0
0
%
、
比
例
代
表

選
出
議
員
選
挙
が
七
0
・
九
三
%
で
し

た。
ま
た
、
当
日
の
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
町
体
育
館
で
参
議
院
選
挙
区
、
比
例

代
表
区
の
順
で
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

(選挙区)参議院議員通常選挙

参議院選挙結果

一
参
議
院
一
愛
媛
選
挙
区
一

開票を行う選挙事務従事者

長浜町 愛媛県

有権者数 8，517 A 1，183，611人

投 E刃Eて 率 71.00% 49.80% 

有 効 フ百す五で 5，827票 569，043票

塩崎やすひさ 4，231票 350，945票

池田おさむ 1，295票 164，641票

中川悦良 301票 53，457票

一
参
議
院
一
比
例
代
表
区
一

新 第 主1" 自 新 国 さ 農のみ 青 農憲 平ス 平 政
成 由 党 オコ 民ちど 年 の法 手口

手口ポ進
院 高!t

民
さ
民

や

速度l 自 連2、
y戸包i

ク 華斤 き ヵ、
7 σコ 王 カぎ 新 由 市

月クι¥': ブー メコ会E、Z 党 ot ク』己乙ー 党 合-い 冗止i 帯り 党ツ 民 名

1，167 88 22 3，060 87 32 65 15 8 2 76 33 長浜町

148.826 13，457 4.645 227，318 10.680 1，985 5，225 1.521 1，752 375 7，725 3，152 愛媛県

18 I 15 2 当選人数

日 教 の「 日 雑 を新 日 世 日 新 ズド全
本 U 星開

本 っし 本 界 本 自 ノノァ イプ 日計ム 干高 育
世
民 くい 社 浄 共F ヨ再開ム 直 由祉 。」 し る時 コ丈ミ斗 霊 産 フノ、ぷ

Y品ι[ ク出己比 メクμ己v 党 党 党代 クA包己含 メヱ午ミ Jぷ己乙. ρ丸ι与， ブ i本

5.604 57 17 6 6 7 2 624 l 172 39 18 

555，456 5.482 1，843 573 789 551 901 78.250 188 33.840 4.328 2，050 

9 5 
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お
瓦
い
M
h

異
文
化
を
体
験

y

長浜のホームステイ

日
米
教
育
交
流
事
業

五
人
の

同
際
交
流
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
当
町
で
は
、
七
月
四
日
か
ら
六
日
ま

で
の
一
一
一
臼
問
、
間
際
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
訪
日
さ

れ
た
五
人
の
教
師
の
方
々
に
、
町
内
の
受
け
入
れ
家
庭
に
滞
在
し
て
い
た

だ
き
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
国
際
交
流
事
業
は
、
松
山
国
際
理
解
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
と
米
国

イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
市
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
財
団
の
協
力
事
業
と
し
て
、

日
米
教
育
交
流
と
地
域
交
流
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
訪
れ
た
外
出

人
の
方
々
は
、
三
日
間
円
町
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
り

大橋をバックl己記志揮影するホストファミリーと外国人教師

函
人
を
受
入

真鍋英雄さん家族(長浜)I 
稲田保博さん家族(沖浦引

船津治さん家族(長浜)1 

1福沢民ーさん家族( ij ) I 
ト矢野昭生さん家族( ij ) I 

ホストファミリー

(受入家族)

年

来
町
し
た
五
人
の
教
師
位
、
町
体
育

館
会
議
室
で
、
受
け
入
れ
る
家
族
と
対

面
し
、
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
後
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
、
受
け
入

れ
家
族
宅
へ
向
か
い
会
食
な
ど
で
受
流

を
深
め
ま
し
た
。

ー
外
国
人
教
師
達
は
、
受
け
入
れ
家
族

の
自
宅
か
ら
、
子
供
た
ち
と
一
緒
に
集

団
登
校
で
、
長
浜
小
学
校
を
訪
問
し
、
¥

今
度
は
ぜ
ひ

ケ
ル
ビ
ン
@
ワ

I
ド
さ
ん
(
珂
歳

私
の
受
け
入
れ
先
で
あ
る
船
津
さ
ん

の
家
族
は
、
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
で
、

私
を
家
族
の
一
員
と
し
て
接
し
て
い
た

だ
い
た
の
で
、
ま
る
で
ケ
ル
ビ
ン
・
ワ
ー

ド
-
フ
ナ
ツ
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
c

治
さ
ん
は
、
と
て
も
優
し
く
、

わ
た
し
が
滞
在
し
て
い
る
問
、
ず
っ
と

気
持
ち
良
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
気
を
つ

か
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
奥
さ
ん
の
真
理

恵
さ
ん
も
親
切
な
人
で
、
私
H
H

充
分
く

つ
ろ
ぐ
こ
と
が
出
来
た
し
、
彼
女
の
料

理
は
最
高
に
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
船

津
さ
ん
の
子
供
は
、
と
て
も
愉
快
な
子

供
た
ち
で
、
貴
裕
法
、
私
に
怯
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、
被
が
私
自
身
を
写
し

出
す
鏡
の
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
有

沙
は
、
い
つ
も
協
力
的
で
思
い
や
り
が

あ
り
ま
し
た
。
船
津
さ
ん
の
家
族
に
は
、

素
晴
ら
し
い
歓
待
を
受
け
感
激
し
ま
し

た
。
今
度
は
是
非
、
ア
メ
リ
カ
に
来
て

も
ら
っ
て
、
私
が
も
て
な
し
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

メ
リ
力
に

ま
た
、
長
浜
小
学
校
を
見
学
し
て
感

じ
た
の
で
す
が
、
外
国
人
と
し
て
見
た

日
本
の
教
育
体
制
は
、
世
界
で
も
最
良

と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
学
校
内
に
は
、

学
ぶ
と
い
う
過
程
に
お
い
て
、
と
て
も

助
け
に
な
る
よ
う
な
雰
閲
気
が
あ
り
ま

し
た
。
い
ま
だ
に
秩
序
と
規
律
が
保
た

れ
て
い
る
の
に
は
、
大
変
感
銘
を
受
け

ま
し
た
し
、
生
徒
は
、
授
業
に
参
加
す

る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
土
、
つ
で
し
た
。

学
校
は
、
生
徒
達
に
と
っ
で
楽
し
く
て
、

お
も
し
ろ
い
場
所
で
あ
り
、
た
め
に
な

る
と
こ
ろ
だ
と
い
う
こ
と
を
、
私
に
再

認
識
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
先
生
方
が
プ
口
、
と
し
て
の
意

識
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
も
印
象
的
で

し
た
の
校
長
先
生
は
、
生
徒
か
ら
も
、

先
生
方
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
、
先
生
方
ほ
、

服
装
も
き
ち
ん
と
し
て
い
て
、
先
生
ら

し
い
振
る
舞
い
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
校
風
と
素
晴
ら
し
い
校
長
先

生
が
模
範
と
な
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

私
は
、
長
浜
に
来
て
、
ワ
ク
ワ
ク
す

る
よ
う
な
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
思
い
出
ミ
つ
く
り
が
出
来
、
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
長
浜
で

の
三
日
間
は
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
と

思
い
ま
す
。
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授
業
を
自
由
参
観
し
た
り
、
二
了
四
時

恨
の
授
業
を
受
け
持
つ
な
ど
、
活
動
的

に
校
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
た
ん
は
、
外
国
の
文
化

や
習
慣
の
違
い
に
つ
い
て
、
絵
を
見
て

考
え
る
授
業
や
、
外
同
人
教
師
と
合
同

の
楽
器
演
奏
を
体
験
す
る
な
ど
、
楽
し

い
捷
業
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

次
に
、
白
滝
で
滝
め
ぐ
り
や
う
ど
ん

に
舌
鼓
を
打
っ
た
後
、
金
山
出
石
寺
で

座
禅
を
体
験
し
、
神
山
住
職
か
ら
出
石

寺
の
沿
革
な
ど
の
説
明
を
そ
け
、
一
ト
バ

で
は
、
宗
教
上
の
専
門
的
な
質
問
が
飛

び
出
す
な
ど
熱
心
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

一一一一一長浜のホームステイ

@ 
五
人
の
教
師
は
、
当
町
の

近
代
土
木
遺
産
で
あ
る
長
浜

十
人
橋
を
見
学
し
た
後
、
役
場

会
議
室
で
お
別
れ
会
を
行
い
、

交
流
事
業
を
終
え
ま
し
た
ω

i
E
1
z
g
E
1
Z
E
B
-
-
t
J
 

日
本
の
文
化
を
研
究
・
吸
収
し
よ
う
↑

と
河
に
対
し
て
も
熱
心
な
態
度
が
、
と
↑

て
も
嬉
し
く
思
い
、
ま
た
、
子
供
達
も
一

楽

し

く

賦

し

て

い

ま

し

た

。

~

稲
沢
き
ん
-
:
こ
の
よ
う
な
体
験
は
初
一

め
て
で
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
家
族
も
外
一

国
人
の
方
と
ム
-h

食
や
会
話
を
重
ね
る
度
一

に
、
次
第
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
き
ま
し
一

た
。
国
際
化
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
の
一

で
、
学
校
間
交
流
を
含
め
国
際
感
覚
を
一

養
う
た
め
に
、
ど
ん
ど
ん
こ
の
よ
ろ
な
一

事
業
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
c

一

矢
野
さ
ん
・
:
日
本
文
化
を
勉
強
し
ょ
一

、
っ
と
大
変
意
欲
的
だ
っ
た
の
で
、
食
事
一

の
時
で
も
来
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
一

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
な
い
食
べ
物
三

と
い
う
要
望
に
よ
り
出
し
た
、
梅
干
し
一

と
ラ
ッ
キ
ヨ
に
も
挑
戦
さ
れ
、
ま
た
、
↑

日
本
の
果
物
を
甘
く
て
美
味
し
い
と
一
言
一

わ
れ
た
の
に
は
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。
」

ト
な
最
芭
に
感
動

ル
ー
ツ
・
プ
ラ
ザ
口
ヴ
ィ
チ
さ
ん

(
M歳
)

長
浜
に
い
る
問
、
矢
野
昭
生
さ
ん
の

家
族
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
昭
生
、

睦
子
、
大
樹
、
真
理
花
、
笑
菜
、
隆
人

の
皆
さ
ん
で
す
弓
素
晴
ら
し
い
も
て
な

し
を
受
け
、
世
界
の
国
々
の
中
で
も
、

日
本
人
が
い
か
に
友
好
的
で
あ
る
か
よ

く
分
か
り
ま
し
た
〈

四
日
に
矢
野
さ
ん
宅
に
着
き
、
家
族

と
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。
夕
食
に
は
、
長
浜
の
海
で
ト
ど

れ
た
新
鮮
な
海
の
幸
を
は
じ
め
、
睦
子

さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
、
親
切
に
何
品
も

お
か
ず
を
用
意
し
て
下
さ
っ
た
の
で
、

食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

次
の
日
は
、
子
供
達
と
学
校
に
行
き

ま
し
た
が
、
授
業
の
日
程
は
、
ア
メ
リ

カ
の
学
校
と
は
違
っ
て
い
て
、
一
日
の

始
ま
り
に
、
子
供
た
ち
は
、
朝
礼
の
た

め
体
一
育
館
に
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
生
徒
の
協
調
の
気
持
ち
を
育
て

て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。
私
の
学
校

で
も
、
取
り
入
れ
て
み
た
い
で
す
ね
。

ま
た
、
驚
い
た
こ
と
は
、
子
供
達
は
、

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
子
供
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
な
い
こ
と
で
す
。
と
い
う

の
は
、
子
供
達
は
笑
っ
た
り
、
学
ん
だ

り
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
見
知
ら
ぬ
人
々

と
も
、
す
ぐ
に
友
達
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。
私
は
、
出
会
っ
た
子
供
達
と

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
、
実
際
、

文
化
的
な
違
い
は
あ
る
に
せ
よ
、
私
た

ち
は
人
と
し
て
多
く
の
点
で
つ
な
が
っ

て
い
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

五
日
は
、
滝
を
見
に
行
く
機
会
が
あ

り
、
そ
の
美
し
さ
と
力
強
さ
に
は
驚
嘆

L
ま
し
た
。
次
に
、
出
石
守
を
訪
れ
ま

し
た
が
、
山
頂
へ
着
く
途
中
の
木
々
や

丘
、
谷
と
影
の
よ
う
に
取
り
巻
い
て
い

る
朝
霧
な
ど
、
そ
れ
は
、
息
を
飲
み
込

む
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
自
然
の
美
し
さ

で
、
た
だ
、
静
か
に
た
た
ず
ん
で
じ
っ

と
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
所
が
存
在

す
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま

さ
か
自
分
に
こ
ん
な
き
れ
い
な
景
色
を

見
る
機
会
が
心
不
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
だ
け
に
、
大
変
感
動
し
ま
し
た
c

長
住
の
片
甘
さ
ん
に
は
、
心
か
ら
親
切

に
し
て
い
た
だ
い
て
、
あ
り
が
と
う
ご

さ
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
帰
る
素
晴

ら
し
い
思
い
出
が
、
た
く
さ
ん
同
米
た

こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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無
保
険
バ
イ
ク

を
な
く
そ
う

お知らせ

何
よ
り
も
確
か
な
自
賠
責

今
年
も
無
保
険
(
無
共
済
)
バ
イ
ク

対
策
協
議
会
(
総
務
庁
、
警
察
庁
、
大

蔵
省
、
毘
林
水
屋
省
、
運
輸
省
等
)
で

は
、
九
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

「
無
保
険
「
川
県
共
済
)
バ
イ
ク
を
な
く

そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
す
。

二
五

0
c
c
以
下
の
バ
イ
ク
に
は
、

車
検
制
度
が
な
い
た
め
、
白
賠
責
保
険

(
共
済
)
の
相
続
契
約
を
つ
い
忘
れ
が

ち
で
す
。
小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い
っ

て
「
油
断
は
禁
物
」
、
バ
イ
ク
の
起
こ

す
人
身
事
故
も
経
視
は
で
き
ま
せ
ん
。

無
保
険
(
無
共
済
)
で
死
傷
事
故
を
起

こ
し
た
ら
、
ぞ
れ
こ
そ
大
変
で
す
。

ま
た
、
パ
イ
ク
に
も
白
暗
責
へ
の
加

入
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

蕪
保
険
(
無
共
済
)
で
走
る
と
、
六
か

月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
五
万
円
以
下

の
罰
金
、
さ
ら
に
違
反
六
数
が
六
点
と

な
れ
ば
、
免
許
停
止
処
分
と
な
り
ま
す
。

与)

--<" 
/七二/

も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い
た
ら
、

最
寄
り
の
損
害
保
険
会
社
、
代
理
庖

(
バ
イ
ク
、
自
転
車
庖
等
)
、
農
協
で
手

続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
人
権
問
題
で

お
困
り
の
万
ご
連
絡
を

十
二
時
間
電
話
相
談

松
山
地
方
法
務
局
及
び
愛
媛
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
愛
媛
弁
護
士

会
の
後
援
を
得
て
、
高
齢
者
の
扶
養
・

介
護
、
独
居
高
齢
者
、
高
齢
者
の
社
会

参
加
等
の
人
権
問
題
に
関
す
る
十
六
時

間
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
内
容
の
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
高
齢
者
や
家
族
の
皆

さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

{
日
時
一
平
成
七
年
九
月
十
三
日
(
午

前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
)

一
電
話
番
号
}
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

O
一

二
0
1
0
一一五

I
五
五
O

一
相
談
担
当
者
一
人
権
擁
護
委
員
、
弁

護
士
、
法
務
局
職
員

障
害
者
雇
用
継
続

助
成
金
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

障
害
者
雇
用
継
続
助
成
金
制
度
は
、

企
業
が
、
中
途
障
害
者
(
在
職
中
に
労

働
災
害
、
通
勤
災
害
、
交
通
事
故
、
疾

病
等
に
よ
っ
て
障
害
者
に
な
コ
た
方
)

の
雇
用
を
継
続
す
る
た
め
、
作
業
施
設

や
設
備
の
設
置
、
改
善
や
必
要
な
職
場

適
応
措
置
を
行
う
場
合
、
次
の
よ
う
な

助
成
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

中
途
障
害
者
作
業

施
設
設
置
等
助
成
金

「
1

1

1

1

1

1

1

一
海
へ
の
い
罫
紙
(
叢
終
回
)

一

議

炉

山

一
私
は
山
の
中
に
住
ん
で
い
ま
す
o

-
だ
か
ら
、
ふ
だ
ん
は
海
を
見
る
こ

一
と
が
な
い
し
、
海
に
あ
ま
り
関
心

一
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、
夏
休

一
み
に
な
る
と
、
海
水
浴
に
行
っ
た

一
り
、
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
り
す
る

一
の
で
、
海
の
こ
と
が
気
に
な
り
ま

一
す
。
今
年
行
く
海
は
き
れ
い
だ
為

一
う
か
と
か
、
魚
が
た
く
さ
ん
い
る

一
だ
ろ
う
か
と
か
、
い
ろ
い
ろ
心
配

一
に
な
り
ま
す
。

一
昨
年
行
っ
た
海
は
、
少
し
よ
ご

一
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
魚
を

一
つ
る
と
た
く
さ
ん
の
種
類
の
魚
が

一
つ
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
種
類

一
の
魚
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ

一
の
海
は
ま
だ
、
け
つ
こ
う
き
れ
い

一
だ
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
う
れ
し

一
く
な
り
ま
し
た
。

「

l
l
i
l
l
i
t
-
-
E
S
-
-

一
第
一
種
}
施
設
や
設
備
の
設
置
、
整

備
に
一
要
す
る
費
用
の
三
分
の
こ
で
、
限

度
額
は
、
一
人
に
つ
い
て
四
百
五
十
万

円。{
第
二
種
一
施
設
や
設
備
の
賃
借
に
要

す
る
費
用
の
三
分
の
こ
で
、
限
度
額
は
、

一
人
に
つ
い
て
月
二
十
万
円
(
一
一
一
年
同
)

宮

本

温

子

私
は
、
海
に
ご
み
を
捨
て
ま
せ
ん
が
、

と
き
ど
き
海
に
ご
み
を
捨
て
て
い
る
人

を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
砂
浜
が
ビ

ニ
ー
ル
や
空
か
ん
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と

き
、
私
は
と
て
も
か
な
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
が
海
に
ご
み
を

抗
て
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
う
す

れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
世
界

中
の
人
々
が
海
の
こ
と
を
良
く
考
え
て
、

海
を
大
切
に
す
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

一4
年
生
の
と
き
、
社
会
科
で
、
私
た

ち
人
聞
が
出
す
洗
ざ
い
や
油
な
七
の
よ

ご
れ
や
、
工
場
は
い
水
が
海
に
流
れ
こ

み
、
海
の
生
物
に
い
ろ
い
ろ
な
え
い
き
ょ

う
を
あ
た
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
学

習
し
ま
し
た
。
人
間
も
海
の
生
物
を
殺

そ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
海
を

ノ、

年

重
度
中
途
障
害
者

職
場
適
応
助
成
金

重
度
中
途
障
害
者
一
人
に
つ
い
て
、

月
三
万
円
(
三
年
間
)

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
洲
公

共
職
業
安
定
所
(
官
二
四
1
三
一
九
こ

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

よ
ご
し
て
い
る
の
で
す
c

以
前
、
凶
書
室
で
「
山
の
い
の

ち
」
と
い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
、
き
れ
い
な
森
、
き
れ

い
な
川
が
な
い
と
、
き
れ
い
な
海

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
書
い

て
あ
り
ま
し
た
。
森
に
ふ
っ
た
雨

が
川
に
な
り
、
そ
の
川
は
海
に
流

れ
こ
み
ま
す
。
だ
か
ら
、
森
や
川

が
き
れ
い
じ
ゃ
な
い
と
、
き
れ
い

な
海
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

J
9
 私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
区
の

道
路
や
川
に
も
ビ
ニ
ー
ル
や
空
か

ん
が
落
ち
て
い
ま
す
。
奉
仕
作
業

な
ど
で
拾
う
の
で
す
が
、
な
か
な

か
『
き
れ
い
に
な
り
ま
せ
ん
。
ご
み

を
捨
て
る
人
に
は
、
大
人
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
大
人
の
人
も
早
く

海
や
山
や
川
を
き
れ
い
に
す
る
こ

と
の
大
切
さ
に
気
付
い
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
の

L一一一一一一一一一一一-一町一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一J
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L
E
T
Sク
棚
グ
キ
シ
グ

生
活
改
善
・
地
ま
な
す
グ
ん
1
ブ

と
こ
ろ
で
ん
(
十
五
人
分
)

一一一一紹介コーナー@文芸

{
材
料
一

1
天
草
/、、
'aaJ 
-ノ

一

ι
F

「
|
再
闘

一
作
り
方
}

一
④
天
草
を
水
洗
い
し
て
か
ら
、
大
き

め
の
鍋
に
水
、
天
草
、
酢
を
入
れ
て
沸

騰
さ
せ
た
後
、
弱
火
に
し
て
か
ら
四
十

分
ぐ
ら
い
煮
る
。

②
①
を
熱
い
う
ち
に
布
袋
で
こ
し
、

液
体
を
タ
ッ
パ
等
に
流
し
て
冷
ま
す
。

冷
蹴
庫
に
入
れ
る
と
早
く
固
ま
る
。

③
一
②
を
と
こ
ろ
で
ん
っ
き
、
ま
た
は
、

包
丁
で
細
長
く
切
っ
て
皿
に
盛
る
。
そ

の
上
に
ご
ま
、
ネ
ギ
を
加
え
て
、
そ
う

め
ん
等
の
つ
け
汁
を
か
け
で
食
べ
る
。

好
み
で
ね
り
辛
子
、
酢
を
加
え
る
と
よ

い
の
ポ
ン
昨
で
も
美
味
し
い
c

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
:
沸
騰
時
に
こ
ぼ
れ

八
O
p
h

五
t
少
々

(
輔
ま
)

な
い
よ
ろ
に
注
意
す
る
こ
と
。

瞳il
同
(空
耳

ー
出
海
短
歌
会

l

サ
ル
ビ
ア
の
燃
え
立
つ
花
壇
畑
中
い
つ

つ
小
さ
き
苗
を
並
べ
植
え
行
く

兵

藤

都

再
び
も
愁
い
も
共
に
来
し
方
の
京
紅

の
H
も
色
槌
せ
に
け
り

田

丸

冨

枝

亡
き
友
の
微
笑
み
浮
ぶ
面
影
に
別
れ

の
雨
が
細
く
降
り
行
く

長
浜
町
体
育
協
会
卓
球
部
は
、
町
内

に
在
住
す
る
幅
広
い
年
齢
層
の
人
達
で

構
成
し
て
い
ま
す
。
卓
球
と
い
う
響
き

は
、
地
味
な
感
じ
を
受
け
ふ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
部
員
ほ
明
る
く
、
と
て
も

優
し
い
人
達
ば
か
り
で
す
。

卓
球
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
は
、
奥
の
深

い
ス
ポ
ー
ツ
で
、
体
力
は
も
と
よ
り
、

精
神
力
も
鍛
え
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す

の
で
、
逼
動
不
足
や
シ
ェ

l
プ
ア
ッ
プ

はまなすクループの皆さん

平

見

朝

子

あ
か
あ
か
と
筆
火
を
た
き
鵜
飼
い
す
る

に
大
き
な
る
鮎
を
の
み
こ
む
が
見
ゆ

岡

山

昌

子

什
下
の
畝
ゃ
う
や
く
上
げ
ぬ
撮
り
持
つ
黒

土
に
と
ま
る
塩
辛
と
ん
ぼ

稲

田

都

透

L
百
合
の
黄
色
鮮
や
か
に
浮
き
立
ち

て
栴
雨
ぐ
も
る
庭
の
一
隅
明
る
む

池

蓉

子
印

幅下

明るく楽しくをそットーに頑張っている卓球部の皆さん

を
し
よ
う
と

い
う
々
に
も
、

最
適
な
ス
ポ
ー

ツ
と
言
え
ま

す。
当
部
で
は
、

試
合
後
の
盛

大
な
反
省
会

を
は
じ
め
、

全
員
で
楽
し

く
活
動
し
て

お
り
、
卓
球

経
験
者
は
も

ぷ三子1!
口{l)

H

出
海
小
学
校
H

く
わ
が
た
の
め
す
を
み
つ
け
た
う
れ
し

い

な

一

年

上

川

知

紘

夏
が
き
て
プ

i
ル
に
ぎ
わ
い
人
の
声

千

二

午

門

口

裕

紀

夏
が
き
た
だ
い
よ
う
ギ
ラ
ギ
ラ
光
っ
て

る

二

一

年

安

藤

由

香

す
い
か
わ
り
だ
れ
が
わ
る
の
か
お
た
の

し

み

四

年

出

海

尚

樹

と
よ
り
、
初
心
者
の
方
な
ど
、
幅
広
い

年
齢
層
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。卓
球
に
興
味
の
あ
る
、
ま
た
、
体
力

づ
く
り
を
始
め
よ
う
と
思
わ
れ
る
方
は
、

浦
田
憲
(
宮
五
二

O
七
七
七
)
、
横

山
典
子
(
宮
五
七

1
0
0
一二

O
)
ま
で

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

{
練
習
日
}
毎
週
火
曜
日
・
土
曜
日

(
午
後
七
時
か
ら
午
後
十
時
)

{
練
習
場
所
一
大
和
公
民
館
三
階

{
部
員
}
浦
田
志
、
東
信
利
、
木
日
直

樹
、
山
田
修
二
、
大
訂
知
川
ト
十
山
、
東
政
帯
、

矢
野
政
彦
、
高
橋
尚
三
郎
、
米
回
世
輝
、

横
山
典
子
、
久
保
美
保
子
、
寺
岡
克
恵
、

叶
本
勲
子
、
新
田
と
よ
子
、
宮
田
実
恵
、

玉
井
巾
喜
、
ぃ
日
同
崎
理
枝
、
尾
上
絹
代
、

西
崎
や
よ
い

太
ょ
う
が
ま
な
つ
の
空
で
お
こ
っ
て

る

四

年

酒

城

歩

か
ぜ
が
ふ
く
き
れ
い
な
音
で
か
ぜ
が

ふ

く

四

年

篠

田

文

香

ア
サ
ガ
オ
に
負
け
る
も
の
か
と
と
ぴ

起

き

る

五

年

村

本

理

美

ク
ヌ
ギ
の
木
ぼ
く
と
ク
ワ
ガ
タ
に
ら

め

三

」

五

年

塚

井

智

史

や
さ
し
さ
を
み
ん
な
に
わ
け
る
つ
ゅ

の

草

五

年

玉

井

別

日

香

太
陽
と
仲
良
く
遊
ぶ
松
葉
ボ
タ
ン

五
年
曲
一
一
E

日

美

I少
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櫛

生

に
し
よ
う
ぶ
園
を

;
地
域
住
民
ら
が
植
栽
j

jレ

ぃ
ハ
川
二
十
日
、
櫛
生
に
花
し
よ
う
ぶ

園
を
造
う
つ
L

二
地
域
住
民
約
九
十
人

が
参
劃
し
て
両
の
植
栽
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
水
沼
さ
ん
の
休
耕
田
を
利

用
し
、
美
し
く
住
み
よ
い
環
境
つ
く
り

を

μ
指
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
約
一

反
の
水
田
は
花
し
よ
う
ぶ
の
苗
で
ゐ
杯

と
な
っ
た
。
今
後
は
、
こ
の
水
田
に
生

物
な
ど
が
生

ιで
き
る
環
境
と
、
地
域

住
民
の
安
ら
ぎ
ゃ
憩
い
の
場
と
し
て
の

捺
備
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

長
浜
大
橋
を

P
R
へ

ー
ト
一
つ
ソ
ク
に
大
橋
ペ
イ
ン
ト

5

六
月
一
日
、
長
浜
大
橋
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
描
か
れ
た
一

0
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
が
、

世

ん

4
C
 
岡松介」クツ一フ

E
h
z
 
たれAU

 

描占川橋大

櫛
海
運
送
に
登
場
し
た
。

こ
れ
は
、
ト
ラ
ッ
ク
所
有
の
松
岡
喜

代
治
さ
ん
と
櫛
海
運
送
の
西
岡
平
社
長

が
、
長
浜
大
橋
を
広
く
P
R
し
、
日
立

つ
ト
ラ
ッ
ク
に
し
よ
う
と
拍
か
れ
た
も

の
で
、
大
橋
の
ほ
か
に
「
伊
予
の
長
浜
」

と
大
き
く
文
字
が
人
っ
て
い
る
υ

長
記

離
を
走
る
松
岡
さ
ん
は
、
県
外
に
山
山
ふ

と
愛
媛
出
身
の
方
か
ら
声
を
よ
く
か
け

宇
宙
メ
ダ
カ
で
学
習

j
長
小
に
贈
り
物
j

六
月
二
十
八
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で

飼
育
し
て
い
る
「
宇
宙
メ
ダ
カ
」
が
長

浜
小
学
校
へ
贈
ら
れ
た
の
一

こ
の
メ
ダ
カ
は
、
a

九
年
牛
の
山
内
科
の

授
業
に
役
す
た
せ
、
ま
た
、
学
校
で
ト
人

切
に
育
て
産
卵
さ
せ
た
宇
山
メ
ダ
カ
を

全
校
生
徒
に
と
、
徳
田
川
治
教
諭
と
六

年
生
六
人
が
同
会
館
を
訪
れ
た
も
の
で
、

代
表
し
て
六
年
生
の
山
口
大
輔
君
が
十

、ぷ

しょうぶ国をと苗を植える皆きん

ら
れ
励
ま
さ
れ
る
と
喜
ん
で
い
た
。

夢
の
花
づ
く
り

ー
豊
友
会
研
修
会
1

七
月
五
日
、
豊
茂
公
民
館
で
山
一
旦
友
会

主
催
に
よ
る
花
づ
く
り
研
修
会
が
行
わ

れ
、
会
員
ら
十
二
人
が
参
加
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、
講
師
に
須
沢
の

エ
ビ
ネ
闘
、
王
で
あ
る
水
口
健
さ
ん
を
迎

え
て
、
「
夢
の
花
守
つ
く
り
」
と
題
し
た

エ
ビ
ネ
と
の
出
入
甘
い
や
花
を
通
じ
て
世

界
の
人
々
と
の
交
流
な
ど
の
講
演
が
行

わ
れ
、
会
員
ら
は
、
水
口
さ
ん
の
「
須

沢
で
は
椿
公
圏
、
豊
茂
は
あ
じ
さ
い
の

型
一
つ
く
り
を
目
指
そ
う
。
」
と
い
う
力

強
い
話

μ熱
心
に
ヰ
を
傾
け
て
い
た
。

五
円
の
メ
ダ
カ
を
受
け
取
っ
た
。

田
ん
ぼ
で
厚
化
粧

j
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
大
会
j

宇宙メダカを眺める児童たち

六
月
一
一

1
五
日
、
長
浜
の
子
ど
も
を

育
て
る
会
柴
支
部
主
催
に
よ
る
「
第
二

回
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が

行
わ
れ
、
選
手
や
観
客
な
ど
豹
二
百
人

が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
活
性
化
の
一
環
と
し

て
咋
午
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

選
千
達
は
、
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら

楽
し
く
ボ
I
ル
を
追
っ
て
い
た
。

な
お
、
優
勝
は
白
滝
成
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
で
し
た
。

水口さんの話に聞き入る会員たち

泥まみれでボールを追う選手たち

み
ん
な
で
ラ
ジ
オ
体
操
を

l
白
滝
で
健
康
づ
く
り

1

子
供
達
の
夏
休
み
期
間
中
に
行
わ
れ

る
ラ
ジ
オ
体
操
に
、
白
河
の
一
-
一
(
)
区

か
ら
一
二
四
区
の
子
供
か
ら
お
年
中
訂
り

ま
で
の
約
八
十
人
が
参
加
じ
て
い
る
つ

こ
れ
は
、
健
康
守
つ
く
り
の
一
環
と
じ

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な

が
ら
、
明
る
く
楽
し
い
地
域
に
と
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
大
人
も
子
供
も
朝

の
さ
わ
や
か
な
体
操
を
楽
し
ん
で
い
た
。国呆

ドリ一体

J
~
ρ

オ

jgu
ジ一フるて

、
え
れわ一丁でロ八

符
民
噌

立一唱
白
凶
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でつ女ず迷康いし
すーでの 、試で一「し冶

J ほ子素長 f也{憂
了ー思
」←し、

とべJ
名り
f寸ーの
けあ
まる
し子
たに
。育

νc ' 
も i
レ、・

晶護審輯手銀盤謹'o'" λ い:
~-

平成6年8月19日生まれ じ:

会第楕久 ~j湯協主崎正一協で子と一敬沸! .宇一 しの浜で
_}_L 三本保女~， ~ i立文木男)八(み女典体〈男なま半町「ヒ

高宇言書主 主主亨覧Z 型長芙雪瓦号室雪宍主署長在五
予言古士Z fU量皇天Z 1;最深き夫警巴与量。長主fLL 
ラ空軍主三 喜ふ奇盟三 警手理士課苧毒生虫 空足早号
F ]j尽体巌 尚口 被優 台三準一協山勝}の 凶行記者
ム(的時 三 1菌:天)勝 代位優 f憂)本ム優と 十わ念体

長員長手虫 干空理毒古 工占手号 ZE宇古 文オヒ李主
里美イ本優典 長長協勝目 大野横尾 、実日で が filJ八ン
枝夜協勝アゐ 浜 ~-Jí~ ------ :実 iJ11利山崎 正(中す 参 r:l-J回タ
子- .・ 体体第篠- 体恵、典ひ 本大分。 加外長 l

吉
岡
英
則
さ
ん
ほ
か

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
功
績

六
月
十
五
日
、
松
山
市
で
平
成
七
年

度
憂
媛
県
体
育
指
導
委
員
協
議
会
総
会
・

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
長
一
点
の
吉
岡
英

則
さ
ん
(
六
一
)
、
沖
浦
の
加
藤
博
一

さ
ん
(
四
五
)
、
鎌
田
優
さ
ん
(
三
八
)

は
、
永
年
に
わ
た
り
体
育
指
導
委
員
と

し
て
、
地
域
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
藤
田
弘
愛
媛
県
体
育
指
導
委
員
協

議
会
々
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
c

松
岡
さ
ん
・
佐
々
木
さ
ん

社
会
福
祉
に
貢
献

一一一一一歳です@表彰

東

t
凡

々
片
」

↓
A
小々

仲
ほ+a 

L
ル
々
己岡松孔ん恥い

、』

V
'+I' 
R又
#グ」

J
配
彰
主衣

大
臣
表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
沖
浦

の
松
岡
タ
ミ

f
さ
ん
(
七
一
一
A

)

と
豊
茂

の
佐
々
木
津
子
さ
ん
(
七
四
)
は
、
二

十
六
年
間
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
旧
ん
童

委
胃
一
と
し
て
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢

献
し
た
こ
と
に
よ
り
、
井
出
正
一
厚
生

大
臣
か
ら
表
彰
状
、
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

本
田
清
八
幡
浜
地
方
局
長
か
ら
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

父
け
什
建
司
さ
ん
・
母
H
治
代
さ
ん
)

久横

雪山
7E典
芋子
ささ
んJ んJ
Jて

フア
カず
イ憂
B券

第
十
八
回
卓
球
大
会

蔦
代
弥
恵
子
(
長
浜
高
校
)

{
混
合
ダ
ブ
ル
ス
}
優
勝
:
・
横
山
慎
也

(
吉
田
高
校
)
咽
尾
崎
ひ
と
み
(
大
洲

体
協
)
準
優
勝
・
:
富
田
実
(
長
浜
体
協
)

・
水
木
詩
季
(
大
洲
農
高
)
第
三
位
・
:

矢
野
政
彦
・
久
保
美
保
子
(
長
浜
体
協
)
、

細
川
伸
一
郎
(
長
浜
高
校
)
・
寺
同
克

恵
(
長
浜
体
協
)

{
中
学
一
年
生
シ
ン
グ
ル
ス
一
種
勝
:
・

欠
野
格
也
(
一
同
士
ス
ポ
ー
ツ
少
年
凶
)

準
優
勝
・
:
山
田
孝
行
(
大
瀬
中
学
校
)

第
三
位
:
・
吉
田
氏
、
谷
川
範
彦
一
以
上

大
瀬
中
学
校
)

{
小
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
一
優
勝
・
:
大
久

保
博
(
冨
土
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
)
準
優

勝
・
:
大
久
保
裕
紀
(
冨
士
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
)
第
三
世
・
:
矢
野
ま
み
こ
(
冨
十
一

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
)
武
田
忠
(
長
浜
小

学
校
)

町
長
貸
に

西
山
荒
雄
さ
ん

第
二
十
二
固
さ
っ
き
展

五
月
二
十
仁
日
、
二
十
八
日
の
二
日

間
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
「
合
併
四
十
周

年
記
念
第
二
十
二
回
さ
っ
き
展
」
が
開

催
さ
れ
、
町
内
か
ら
汁
精
を
込
め
て
育

て
ら
れ
た
い
ハ
十
一
鉢
が
出
品
さ
れ
ま
し

た。
な
お
、
表
彰
者
は
次
め
と
お
め
で
す
。

岡
野
会
@
向
田

一
町
長
賞
}
西
山
荒
雄
(
長
浜
、
)
{
町

議
会
議
長
賞
一
高
浮
順
二
長
浜
)
{
町

教
育
委
員
会
賞
}
二
宮
ミ
ヤ
子

f
T須

戎
J

{

町
中
央
公
民
館
長
賞
}
泉
勝
信

(
長
浜
)
{
町
教
育
委
員
会
奨
励
賞
一

弱
地
富
美
子
4

(

下
組
戒
J

{

長
浜
盆
栽

同
好
会
名
誉
会
長
賞
}
菊
地
俊
正
(
下

釘
戒
)

熱戦を繰り広げる選手たち

E二=コ

最
@
師
四

一
町
観
光
協
会
長
賞
}
大
塚
昭
(
山
山
海
)

一
町
文
化
協
会
長
賞
一
山
下
ミ
ツ
ル

(
長
浜
)
{
町
教
育
委
員
会
奨
励
賞
一

柑
山
米
子
(
長
一
山
)
、
島
田
光
子
(
長

浜
)
{
長
浜
盆
栽
同
好
会
長
賞
}
山
田

ブ
、
三
γ

でr
長
浜
)
一
一
愛
媛
新
聞
社
長
賞
一

山
下
ス
ヱ
子
(
長
浜
)
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学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す

海

上

保

安

校

印刷惰)岸本印刷

指
仰
L
4
偲
慶
大
阜
按

平成7年8月15日発行

{
受
験
資
格
一

昭
和
五
十
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
者
及
び
平
成
八
年
三
月
ま
で

に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
。
高
等
専
門

学
校
の
第
三
学
年
の
課
程
を
終
了
し
た

者
及
び
平
成
八
年
三
月
ま
で
に
終
了
す

る
見
込
み
の
者
。
そ
の
他
大
学
入
学
資

格
検
定
に
合
格
し
た
者
。

{
受
付
期
間
}
平
成
七
年
八
月
三
十
一

日
か
ら
九
月
十
二
日

(
当
日
消
印
有
効
)

相
側
主
偲
由
民
争
犠

平成7年 8月号

一
受
験
資
格
一

昭
和
四
十
七
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
八
年
三
月
ま

で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
。
高
等
専

門
学
校
の
第
三
学
年
の
課
程
を
終
了
し

た
者
及
び
平
成
八
年
三
月
ま
で
に
終
了

す
る
見
込
み
の
者
。
そ
の
他
大
学
入
学

資
格
検
定
に
合
格
し
た
者
。

一
受
付
期
間
}
平
成
七
年
八
月
二
十
一

日
か
ら
九
月
四
日
(
当
日
消
印
有
効
)

な
お
、
試
験
日
等
に
つ
い
て
は
、
松

山
海
上
保
安
部
管
理
課

(E
O
八
九
九
l

五

一
l
一一

九
六
)
へ

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

寄
付
採
納
|
|

O
大
洲
市
の
株
式
会
社
ア
イ
テ
ッ
ク

(代
表
取
締
役
・
久
保
福
栄
)
:
・歯
ブ

ラ
シ
セ

ッ
ト

(千
五
百
四
十
四
セ
ッ
ト
)

を
町
内
の
各
小
学
校
・
中
学
校
へ

。

O
長
浜
の
池
田
友
重
さ
ん
・・・
絵
画
を

長
浜
町
へ
。

qP 
結

婚

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

6
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

下
須
戒

出

海
長

浜

中中松
塚伊田

健久公
一喜太

二
女
長
男
長
女

お
〈
や
み

6
月
届
出
分

(敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

清樫藤久坪加福

(四
三
)

(九
二
)

(
七
八
)

(八
六
)

(七

二

(
六
一
ニ
)

(
八
八
)

今月の トップは山本朝春さん
-友美さんのカップル

名

長

浜

下
須
戒

出

海

沖

浦
下
須
戒
柴
長

浜

岡保田藤田

紀
志
子

喜
千
枝

品目且

一ニ

ミ
チ
ヱ

勝

子
和

夫
正

成

6
月
届
出
分

(敬
称
略
)

イ主

戸斤

氏

美 司 美 一 江平美春

水田

「シベリア鎮魂歌」という立花

隆の実地踏査記録をTVで見て涙

が止まらなかった。極寒のシベリ

アに70万近い日本人が抑留され 6

万人以上が、一日ー椀の雑穀粥だ

けで厳しいノルマの重労働を強い

られた末死んでいった。 その多く

は栄養失調死であったと当時の記

録が遺っている。現地で棒杭に等

しい墓を前にして、立花氏も涙に

むせび、しばし言葉を発せられな

か った。無念ゃるかたないが、こ

れが戦争というものの実態なのだ。

昭和20年 8月 6日広島に、同 9

日長崎に原爆が落とされ、同15日

に戦争は終わった。敗戦のこの年

に生まれた人達は満50歳を迎える。

戦後生まれの人達は戦争を知らず、

その悲惨を味わっていない。あん

な残虐、こんな非道を身に泌みる

ほど語り伝えねば、不戦への決意

はイ云わらず、やがて風化するだろ

う。英国のp .パーチェ ッ ト記者

が自らの記事の最後に「ノー ・モ

ア・ヒロシマ」と響いて、世界に

核の悲惨を訴えたが、中国もフラ

ンスも今年核実験を行い、ロ シア

はイラ ンに核設備を売ろうとする

事実をどう見るか。今年は被爆50

周年だ。決意を新たにしよう。

広報ながはま

内上豊戒大櫛 松
子老 洲柴山
町松茂 川市生 市

田野鳥頭本本

正圭照勝静利友朝

山中兵山日森松津

田脇

!尼
名

美み大三菊]η
里E樹 &佳か

訂
正
・
・
・
昨
年
末
に
配
付
し
ま
し
た

「
動
く
橋
C
A
L
E
N
D
E
R
」
の

十
一
月
の
日
付
の
と
こ
ろ
で
、
三
十

一
日
が
誤
っ
て
印
刷
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

数

人口をふやしましょう

6月末現在 前月との比較

10，732人 27人減
人 口 (男 5，050人) (男12人減)

女 5，682人 女15人減

世帯数 3，738世帯 4世帯減

帯世口人


